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月間Å院, uウマチ熱を疑われた.右 CAGで主幹動

脈は明瞭に遺影 きれたが中大脳動脈 Ml部は不明瞭で

め.､た.

現病歴 :19拡隼 2月起床時より2日間の左手 しびれ感

と左半身軽度脱力を認めた. 3月10日初鼠 神経学的に

異常なし.CT で左中頭蓋寓にくも膜褒胞がみられ 右

CAG では Ml部は見えず,基底核近傍をこ広がるモヤを

ヤ様血管網を認めた.憾 部より末梢は正常であった.

結語 :奉例は23年給をこをヤモヤ榛血管網が存在 し,義

底核部が)虚血症状として不随意運動が出現したと考えら

れた,いわゆるそヤモヤ病とは異なり血管写上は経時的

進行性変化をこ乏 しいと考えられた.

についての検討
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小過性脳虚血発作 汀五郎 の病態生理をこ開Lては菜だ

解lIり:_l打てト十 ､.今回払=∴r_.Sr'1~こし､Tにーこ′l'l八 ハ

腹鰭環動態を検討 したので報哲する,

対象は T‡A 23症例 (男性17軌 身性 6例)平均年齢
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症例をこ行なった一

た且鞭症例でぼや 次の嶺つのパタ-ソが見られた.CBF
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の脳循環動態について報告瑠ゝる.
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旭 下 PPPⅠA と略す)は内頚動脈-軽骨動脈吻合遺残

血管の 且つであるが,その報告は極めて稀で現在まで20

数例を見るに過ぎない,これらの多くは脳血管撮影の際,

偶然発見されているが,脳動脈感,崩動脈奪形などの血

管奇形に合併する例屯報告されている.

我 々汗(甘門 ヨ竹∵てlJ',IJl'麻峰と軽度']l言語障1隼~L-.:.発症 し

た脳梗塞症例で.IJⅠ)PlA を合併し吊 日刊を経験 した_.

PPP王A と脳虚血 との関連をこついては,文献上古くから

その可能性について論じられていたが未だその報告例は

少ない.本症例の血管浄財所見 SPECT の詳細を屋示

し,PPPIA と脳虚血との関連について若干の考察を加
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脳梗塞に於ける CT 所見はよく知られているところ

だが,発症 6時間以内の超急性期をこ於滑る CT 所見に

ついて検討 した報幣は少なく,--磯 約には,脳梗塞に於

ける異常 CT 所鬼の検出は速い屯殿で8時関目紋から

で,2朋寺間以内での検出率は50-ノア0%とされている.今

回我々は,過去竣年間に当科にÅ院 した脳梗塞症例のう

~t一.,､発症L)･~1時間il汗什･..搬 )､さ,!?(71'十施行 し上 11二三仲J

をこついて臨床的検討を加え,若干の知見を得た.これに

文献的考察を加え報告する｡

使用 し､′l'LF_′rOtlSt-1111':＼製 TL'′1'T0-人 で.車 ･掩

種とした曲対象は,昭和61年 4月から平成元年 4月まで

をこ入院 した脳梗塞症例のうち,上記 112例で予薫蒸上梗

塞例に限定 した幹 さらにこれを,発症から6時間以上で

ま2時間以内に施行 された転の,且2時間以上で2趨時間上勘当

に施行 された私のをこ分け,それぞれ異常 CT 所見の有

無,臨床的意義を検討 した.
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脳虚血急性期の脳機能の回復性を検討するため急性期

をこSEP (mEE)を行い予後と対比 した.方法 :対象は

丸院時発症後早期で脳虚鹿症状を有L,CT 上低吸収域

のみられなかった56例である.金例に急性軌 こSEP を

行い,巣常例に dopam豆meによる昇任下に SEP 胸EE)

を施行 した-豊うEE (+jで脳蓋斡動脈閉塞を有する例

には急性期に bypass 手術, 他のものには dopamime


